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◇
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
１
億
３

８
２
４
万
８
０
０
０
円
増
額
し
、

予
算
総
額
を
77
億
７
７
２
４
万
８

０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
広
域
農

道
・
幹
線
道
路
補
修
工
事
請
負
費

を
含
む
道
路
橋
り
ょ
う
費
３
３
４

８
万
円
。
川
西
公
園
み
ど
り
の
広

場
整
備
工
事
請
負
費
、
貝
谷
運
動

公
園
ト
イ
レ
改
修
工
事
請
負
費
、

学
校
給
食
費
負
担
軽
減
事
業
を
含

む
保
健
体
育
費
２
１
８
７
万
７
０

０
０
円
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
費
を
含
む
保

健
衛
生
費
１
７
５
１
万
円
。
子
育

て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
給

付
事
業
を
含
む
児
童
福
祉
費
１
５

６
３
万
円
。
国
際
交
流
推
進
委
員

会
補
助
金
を
含
む
総
務
管
理
費
１

３
６
１
万
８
０
０
０
円
。
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
購
入
費
や
農
業
人
材
力
強

化
総
合
支
援
事
業
補
助
金
を
含
む

農
業
費
１
２
２
６
万
１
０
０
０

円
。
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
空
調

機
更
新
工
事
請
負
費
を
含
む
社
会

教
育
費
１
１
７
７
万
円
。
八
千
代

第
一
中
学
校
屋
外
ト
イ
レ
改
修
工

事
請
負
費
に
よ
り
中
学
校
費
１
０

０
０
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で

す
。

６月定例会

■発行／八千代町議会

■編集／議会だより編集委員会№１８６

いじめ問題対策連絡協議会等条例など６議案を可決

可
決
し
た
議
案
内
容

◇
土
地
開
発
公
社
令
和
３
年
度
事

業
計
画
及
び
令
和
２
年
度
決
算

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、

土
地
開
発
公
社
の
事
業
計
画
及
び

決
算
等
を
報
告
す
る
も
の
で
す
。

◇
令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書

令
和
３
年
度
の
予
算
の
う
ち
、

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ

ム
整
備
事
業
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
等
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金

給
付
事
業
、
保
育
士
・
幼
稚
園
教

諭
等
処
遇
改
善
臨
時
特
例
事
業
、

放
課
後
児
童
支
援
員
等
処
遇
改
善

臨
時
特
例
事
業
、
南
総
上
流
２
期

地
区
県
営
地
盤
沈
下
対
策
事
業
な

ど
の
計
８
件
、
総
額
１
億
４
８
０

万
９
０
０
０
円
を
令
和
４
年
度
に

繰
り
越
す
も
の
で
す
。

◇
令
和
３
年
度
下
水
道
事
業
特
別

会
計
予
算
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
令
和
３
年
度
の
予
算
の
う
ち
、

鬼
怒
小
貝
流
域
下
水
道
事
業
建
設

負
担
金
、
１
１
８
０
万
９
０
０
０

円
を
令
和
４
年
度
に
繰
り
越
す
も

の
で
す
。

令和４年第２回定例会は、６月７日から 14 日までの８日間の日程で開催されました。
　この定例会では、町執行部からいじめ問題対策連絡協議会等条例をはじめ、条例改正など６議案が提案され、
審議の結果、全ての議案を原案のとおり可決しました。
　一般質問は６月 14 日に行われ、４人の議員が登壇し、町の方針をただしました。
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◇
医
療
福
祉
費
支
給
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

小
児
医
療
福
祉
費
（
小
児
マ
ル

福
）
助
成
対
象
者
に
設
け
ら
れ
て

い
る
所
得
制
限
を
令
和
４
年
10
月

１
日
か
ら
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

◇
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和

解
の
専
決
処
分
事
項
の
報
告

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
が
町
長
の
専
決
処
分
事
項
と

指
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
専
決

処
分
し
た
案
件
を
報
告
す
る
も
の

で
す
。

◇
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会

等
条
例

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
に
基

づ
き
、
児
童
生
徒
の
い
じ
め
防
止

の
た
め
の
施
策
を
推
進
し
て
い
く

た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で

す
。

●

報

告

●

条

例

●

予

算

いじめ問題
対策連絡協議会

いじめ防止等のための対策を
推進するため、連絡や協議を
行います。

いじめ問題
調査委員会

重大事態に係る事実関係の調
査や、同種の重大事態の発生
を防止するための措置に関す
る調査を行います。

いじめ問題
検証委員会

重大事態の調査結果について
検証等を行います。

本年 10 月から小児マル福の所得制限が廃止されます
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◇
小
学
校
学
習
机
椅
子
購
入
契
約

の
締
結

株
式
会
社
マ
ス
ゼ
ン
と
７
８
９

万
８
３
１
９
円
（
税
込
）
で
契
約

を
す
る
も
の
で
す
。

◇
税
条
例
等
の
一
部
改
正

地
方
税
法
の
改
正
等
に
伴
い
、

町
民
税
関
係
で
は
、
住
宅
の
取
得

等
を
し
て
令
和
４
年
か
ら
令
和
７

年
ま
で
の
間
に
居
住
し
た
場
合
の

所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
つ

い
て
、
所
得
税
額
か
ら
控
除
し
き

れ
な
か
っ
た
額
を
、
所
得
税
の
課

税
総
所
得
金
額
等
の
５
％
（
最
高

９
万
７
５
０
０
円
）
の
控
除
限
度

額
の
範
囲
内
で
個
人
住
民
税
額
か

ら
控
除
す
る
規
定
を
整
備
す
る
も

の
。
固
定
資
産
税
関
係
で
は
、
令

和
４
年
度
に
限
り
、
商
業
地
等
に

係
る
課
税
標
準
額
の
上
昇
幅
を

２
・
５
％
と
す
る
措
置
を
講
じ
る

規
定
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
議

会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
議
会
傍
聴
や
施

設
見
学
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
各
種
団
体
や
学
校
の
社

会
見
学
に
お
取
り
入
れ
く
だ

さ
い
。

次
の
定
例
会
は
９
月
に
行

い
ま
す
。
詳
し
い
日
程
は
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

議
会
を傍

聴
し
ま
せ
ん
か
？

議
会
事
務
局

℡

０
２
９
６
‐
48
‐
１
１
１
１

（
内
線
４
１
１
０
）

問

議場は役場４階にあります

請
願
・
陳
情
は
ど
な
た
で
も
提
出
で
き
ま
す

●

専
決
処
分

◇
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正地

方
税
法
の
改
正
等
に
伴
い
、

国
民
健
康
保
険
税
課
税
額
に
係
る

課
税
額
の
規
定
に
お
け
る
基
礎
課

税
額
を
65
万
円
に
、
後
期
高
齢
や

支
援
金
等
課
税
額
を
20
万
円
に
引

き
上
げ
る
も
の
。
国
民
健
康
保
険

税
の
減
額
の
規
定
に
お
け
る
、
基

礎
課
税
額
減
額
の
上
限
を
65
万
円

に
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税

額
減
額
の
上
限
を
20
万
円
に
引
き

上
げ
る
も
の
で
す
。

●

契

約

議
会
に
関
す
る
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す

八
千
代
町
議
会
で
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
議
会
に
関
す

る
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

・
議
員
の
紹
介

・
議
会
の
仕
組
み

・
議
会
の
傍
聴

・
会
議
（
定
例
会
、
臨
時
会
）
の

審
議
結
果
、
会
議
録

・
議
会
だ
よ
り
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

議会のホームページは
こちらから！

八千代町　議会

「
請
願
」
「
陳
情
」

は
、
国
や
地
方
公
共

団
体
な
ど
の
公
共
機

関
に
対
す
る
要
望
を

議
会
に
訴
え
る
手
段

の
こ
と
で
す
。

「
請
願
」
と
「
陳
情
」

で
は
提
出
の
方
法
や

取
り
扱
い
が
異
な
り

ま
す
。

○
請
願

そ
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
議
員

の
紹
介
が
必
要
で
す
。

そ
の
内
容
を
所
管
す
る
常
任

委
員
会
で
審
議
し
ま
す
。

○
陳
情

議
員
の
紹
介
は
不
要
で
す
。

提
出
さ
れ
た
陳
情
の
写
し
を

全
議
員
に
配
布
し
ま
す
。

小学校の机・椅子
（写真は更新前のもの）
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能
の
面
か
ら
考
え
て
も
県
道
並
み

と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思

い
が
あ
り
ま
す
。
広
域
農
道
に
関

係
す
る
近
隣
市
長
に
も
相
談
を
し

た
上
で
、
県
と
の
交
渉
を
進
め
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
コ
ロ
ナ
感
染
に
つ
い
て

す
。
近
隣
市
町
へ
の
乗
り
入
れ
に

つ
い
て
は
、
地
域
内
経
済
の
循
環

と
い
う
観
点
か
ら
も
町
公
共
交
通

会
議
や
近
隣
市
町
と
の
協
議
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。町

で
は
平
成
28
年
度
か
ら
総
合

防
災
訓
練
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
２
年
間
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

影
響
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
令
和
４
年
度
の
開
催
予
定
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

総
務
部
長

平
成
28
年
度
か
ら
住

民
参
加
に
よ
る
総
合
防
災
訓
練
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
令
和
２

年
度
以
降
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に

よ
り
開
催
を
見
合
わ
せ
て
い
ま

す
。
今
年
度
も
住
民
参
加
に
よ
る

総
合
防
災
訓
練
は
実
施
し
な
い
予

定
で
す
が
、
職
員
の
災
害
対
応
訓

練
は
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
考

え
で
す
。

当
町
の
デ
マ
ン
ド
交
通
「
八
菜

ま
ゎ
～
る
号
」
に
対
す
る
要
望
と

し
て
、
下
妻
方
面
へ
の
運
行
エ
リ

ア
拡
大
を
求
め
る
声
が
聞
か
れ
ま

す
。
買
い
物
や
医
療
機
関
へ
の
通

院
な
ど
、
利
便
性
の
向
上
が
見
込 増田 光利 議員

公

共

交

通

政

策

に

つ

い

て

ま
れ
、
地
域
間
連
携
を
進
め
て
い

く
べ
き
で
す
。

ま
た
、
デ
マ
ン
ド
交
通
の
予
約

方
法
と
し
て
、
電
話
の
ほ
か
に
、

高
齢
者
へ
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
配

布
し
、
そ
こ
か
ら
予
約
が
で
き
る

よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
提
案
し

ま
す
。

企
画
財
政
部
長

デ
マ
ン
ド
交
通

の
近
隣
市
町
へ
の
乗
り
入
れ
に
つ

い
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
行

い
ニ
ー
ズ
を
十
分
把
握
し
た
上

で
、
町
公
共
交
通
会
議
で
協
議
し
、

相
手
側
の
公
共
交
通
会
議
と
の
調

整
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活

用
し
た
デ
マ
ン
ド
交
通
を
予
約
す

る
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
や
各
世
帯
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
環
境
に
も
よ

り
ま
す
の
で
、
将
来
的
な
検
討
課

題
と
し
て
認
識
を
し
て
い
ま
す
。

町

長

デ
マ
ン
ド
交
通
の
利
用

者
増
加
を
目
指
し
、
随
時
意
見
を

聞
き
な
が
ら
利
便
性
向
上
に
向
け

て
改
善
を
続
け
て
い
く
考
え
で

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
令
和

３
年
度
末
時
点
で
計
画
筆
数
65
筆

中
21
筆
、
面
積
ベ
ー
ス
で
約
４
割

の
契
約
が
完
了
し
て
お
り
、
今
年

度
も
継
続
し
て
用
地
交
渉
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

町

長

筑
西
幹
線
道
路
の
重
要

な
部
分
は
、
日
本
の
大
動
脈
と
も

い
え
る
国
道
４
号
バ
イ
パ
ス
へ
と

つ
な
が
る
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。
町
に
と
っ
て
も
大
変
重
要
な

道
路
に
な
る
も
の
と
思
っ
て
お

り
、
早
い
時
期
に
開
通
を
さ
せ
た

い
と
い
う
願
い
も
あ
り
ま
す
の

で
、
国
、
県
と
も
き
ち
ん
と
協
議

を
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

広
域
農
道
は
、
そ
の
性
質
上
、

運
送
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
通
行
が
多

く
、
そ
れ
が
道
路
を
傷
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
広

域
農
道
の
道
路
管
理
は
県
に
担
っ

て
も
ら
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の

が
私
の
考
え
で
す
。

町

長

広
域
農
道
は
道
路
の
機

広

域

農

道

と

筑

西

幹

線

道

路

と

の

関

わ

り

に

つ

い

て

筑
西
幹
線
道
路
は
筑
西
市
方
面

か
ら
当
町
の
下
山
川
地
内
に
入

り
、
西
大
山
地
内
を
抜
け
て
広
域

農
道
と
合
流
し
、
国
道
１
２
５
号

の
八
千
代
高
校
入
口
交
差
点
へ
と

つ
な
が
り
ま
す
。
し
か
し
、
国
道

の
南
側
へ
向
か
う
整
備
計
画
は
ま

だ
見
え
て
き
ま
せ
ん
。
道
路
整
備

に
関
係
す
る
用
地
買
収
に
つ
い

て
、
地
権
者
の
同
意
の
状
況
を
お

聞
き
し
ま
す
。

産
業
建
設
部
長

筑
西
幹
線
道
路

の
関
連
整
備
事
業
の
当
面
の
ル
ー

ト
と
し
て
、
水
口
地
内
の
八
千
代

高
校
南
側
の
広
域
農
道
か
ら
古
河

市
の
名
崎
工
業
団
地
内
に
あ
る
４

車
線
道
路
へ
接
続
す
る
計
画
の
県

道
つ
く
ば
古
河
線
バ
イ
パ
ス
整
備

事
業
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
事
業
の

八
千
代
地
内
に
お
け
る
用
地
買
収 大久保 敏夫 議員

町
政
を
問
う
！

一
般
質
問
に
４
名
が
登
壇

現在運行中の
デマンド交通

「八菜まゎ～る号」

建設中の
筑西幹線道路
（西大山地内）
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原
油
価
格
の
高
騰
に
起
因
す
る

輸
送
費
の
上
昇
、
肥
料
の
高
騰
に

よ
り
、
当
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
自
然
災
害
に
よ
っ
て

農
産
物
に
被
害
が
発
生
し
た
場

合
、
一
定
規
模
の
被
害
が
確
認
さ

れ
な
い
と
、
公
的
な
補
償
を
受
け

ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

農
業
に
対
す
る
支
援
策
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。

産
業
建
設
部
長

原
油
価
格
の
高

騰
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
「
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
原
油
価
格
・
物
価
高
騰

対
応
分
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
今
後
、
こ
の
交
付
金
を
活
用

し
た
支
援
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

く
方
針
で
す
。

自
然
災
害
に
よ
る
減
収
の
リ
ス

ク
に
備
え
て
も
ら
う
た
め
、
町
で

は
農
業
経
営
収
入
保
険
制
度
加
入

促
進
助
成
事
業
と
し
て
、
収
入
保

険
の
掛
け
金
の
一
部
助
成
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

今
年
、
早
稲
田
大
学
か
ら
川
尻

地
内
に
あ
る
「
旧
中
山
邸
」
が
当

町
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
東
中
学

区
、
鬼
怒
川
流
域
近
辺
に
は
こ
れ

ま
で
観
光
の
拠
点
と
な
る
施
設
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
「
旧 谷中 理矩 議員

早

稲

田

大

学

か

ら

寄

贈

さ

れ

た

「
旧
中
山
邸
」
の
活
用
・
整
備
に
つ
い
て

中
山
邸
」
と
鬼
怒
川
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド
と
リ
ン
ク
さ
せ
る
と
と

も
に
、
そ
の
活
用
方
法
に
民
間
事

業
者
の
力
を
借
り
る
こ
と
で
、
さ

ら
に
に
ぎ
わ
い
を
創
出
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
町
の

見
解
を
伺
い
ま
す
。

企
画
財
政
部
長

古
民
家
の
活
用

と
し
て
、
農
村
滞
在
型
旅
行
の
宿

泊
施
設
、
古
民
家
カ
フ
ェ
、コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
用
事
例
が
あ
り
ま
す
。
Ｐ

Ｆ
Ｉ
な
ど
の
手
法
も
検
討
し
、
民

間
企
業
の
力
を
借
り
な
が
ら
、
施

設
の
活
用
・
整
備
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町

長

「
旧
中
山
邸
」
の
歴
史

的
な
価
値
を
保
持
し
な
が
ら
、
地

域
の
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
拠
点

を
目
指
し
て
い
く
考
え
で
す
。
ま

た
、
活
用
・
整
備
を
進
め
る
上
で
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
財
源
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
が
よ
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
騰
や
食
料
品
の
値
上
げ
な
ど
の

影
響
を
考
慮
し
た
対
策
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

町

長

国
や
県
の
支
援
策
を
踏

ま
え
、
広
く
意
見
や
要
望
を
伺
い

な
が
ら
、
緊
急
か
つ
迅
速
に
支
援

策
を
実
施
し
て
い
く
考
え
で
す
。

当
町
に
は
、
建
造
物
、
彫
刻
、

仏
像
な
ど
、
貴
重
な
文
化
財
が
多

く
あ
り
、
歴
史
民
俗
資
料
館
が
中

心
と
な
り
ま
と
め
ら
れ
た
書
籍
や

文
化
財
マ
ッ
プ
等
も
作
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
注
目
し
て
も

ら
う
た
め
、
例
え
ば
「
八
千
代
町

の
史
跡
百
選
」
を
認
定
し
て
、
史

跡
を
巡
る
周
遊
コ
ー
ス
を
作
成
す

る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

町

長

先
人
が
残
し
た
歴
史
や

文
化
の
裏
付
け
に
よ
っ
て
、
当
町

の
成
り
立
ち
が
明
確
に
な
り
、
ま

ち
づ
く
り
に
厚
み
が
で
き
て
く
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
文
化
財

を
守
り
、
伝
え
て
い
く
こ
と
は
、

郷
土
愛
を
育
み
、
八
千
代
町
に
誇

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
（
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
）
の
活
用
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
な
っ
て
約
２
年

半
が
経
過
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を

克
服
し
、
経
済
や
生
活
を
守
る
た

め
、
国
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
拡
充
し
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応

分
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
当
町

へ
の
交
付
限
度
額
と
、
交
付
金
を

活
用
す
る
事
業
の
検
討
状
況
を
お

聞
き
し
ま
す
。

企
画
財
政
部
長

地
方
創
生
臨
時

交
付
金
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原

油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
」
の

当
町
へ
の
配
分
予
定
額
は
７
１
０

９
万
２
０
０
０
円
と
な
っ
て
お

り
、
学
校
給
食
費
無
償
化
事
業
や

物
価
高
騰
に
伴
う
学
校
給
食
に
関

す
る
負
担
軽
減
事
業
に
活
用
す
る

予
定
で
す
。
そ
の
他
の
支
援
策
は

現
在
検
討
中
で
す
が
、
燃
料
費
の 中山 勝三 議員

り
を
持
つ
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
鬼
怒
川

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
整
備
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
合
わ
せ
、
そ
こ
に

史
跡
を
重
ね
る
周
遊
コ
ー
ス
を
展

開
し
て
い
く
こ
と
が
よ
い
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

原油価格の高騰が
生活に影響しています

◎
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
は
？

Ｐ
Ｆ
Ｉ
は
、
民
間
の
資
金
と

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
公
共
施

設
な
ど
の
設
計
・
建
築
や
維
持

管
理
・
運
営
な
ど
を
行
う
公
共

事
業
の
手
法
で
す
。




